
種
類
豊
富
な「

」の
湯

ふ
た
ば

「
湯
と
夕
日
の
桃
源
郷
」

四
季
に
癒
さ
れ
る
露
天
湯

宿
泊
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

鵜
飼
モ
チ
ー
フ
の
露
天

木
の
香
漂
う
大
浴
場

「
温
泉
村
」で
湯
浴
み
満
喫

山
並
み
眺
め
、ゆ
っ
た
り
つ
か
る

こ
の
特
集
は
本
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
観
光
経
済
ド
ッ
ト
コ
ム
」で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

　
全
国
の「
風
呂
じ
ま
ん
の
宿
」
軒
を
紹
介

　

お
湯
の
魅
力
で
お
客
さ
ま
満
足
度
ア
ッ
プ

（１０）第２７７５号 第３種郵便物認可 ２０１４年（平成２６年）１１月１５日（土曜日）

展
望
大
浴
場

男
性
露
天
風
呂
「
朝
凪
」

岩
大
露
天
風
呂
　
六
花
仙

立
ち
湯
「
雪
月
花
」

　
山
梨
県
の
豊
か
な
自
然
の

恵
み
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
で

提
供
す
る
、
笛
吹
市
石
和
温

泉
郷
の
華
や
ぎ
の
章
慶
山

（
千
須
和
昌
和
社
長
）
。
も

て
な
し
の
心
か
ら
毎
晩
太
鼓

シ
ョ
ー
を
行
う
な
ど
、
宿
泊

客
を
楽
し
ま
せ
る
接
客
に
も

定
評
が
あ
る
。

　
豊
富
な
湯
量

を
誇
る
自
家
源

泉
か
け
流
し
の

温
泉
も
自
慢
の

一
つ
。
無
色
透

明
で
柔
ら
か
な

ア
ル
カ
リ
性
単

純
温
泉
は
神
経

痛
や
筋
肉
痛
な

ど
に
効
果
が
あ

り
、
肌
が
ツ
ル

ツ
ル
に
な
る
美

肌
の
湯
。

　
四
季
の
彩
り

を
感
じ
な
が
ら

湯
浴
み
を
楽
し
め
る
自
噴
温

泉
の
桧
大
露
天
風
呂
は
、
桧

の
香
り
が
心
身
と
も
に
癒
し

て
く
れ
る
。
湯
音
を
楽
し
め

る
岩
大
露
天
風
呂
の
「
六
花

仙
」
や
大
浴
場
の
「
花
桐
」

「
花
野
」、ド
ラ
イ
サ
ウ
ナ
、

ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
と
も
男
女
入

れ
替
え
制
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
宿
泊
客
は
全
て
の
風
呂

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
湯
上
が
り
に
は
漢
方
整
体

理
論
に
基
づ
い
た
施
術
を
行

う
東
洋
式
整
体
や
解
毒
作
用

と
深
い
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
堪
能
で
き
る
エ
ス
テ
サ
ロ

ン
が
併
設
さ
れ
て
い
る
の
も

魅
力
。
男
性
に
も
お
す
す
め

し
た
い
。

　
▽
山
梨
県
笛
吹
市
石
和
町

市
部
８
２
２
。
☎
０
５
５

（
２
６
２
）２
１
６
１
。htt

p://www.keizan.com/

　
水
平
線
に
沈
む
夕
日
の
美

し
さ
が
感
動
的
な
新
潟
県
瀬

波
温
泉
。
同
温
泉
屈
指
の
名

旅
館
、
夕
映
え
の
宿
汐
美
荘

（
浅
野
謙
一
社
長
）
が
誇
る

温
浴
施
設
が
「
夕
映
え
温
泉

海
道
」
だ
。

　
海
道
の
よ
う

に
海
側
に
面
し

て
設
置
さ
れ
た

温
泉
フ
ロ
ア
の

総
称
で
、
源
泉

の
お
風
呂
、
大

浴
場
露
天
風

呂
、
大
浴
場
な

ど
が
あ
り
、
入

る
の
に
迷
う
ほ

ど
だ
。
た
と
え

ば
、
「
朝
凪
」

は
ひ
の
き
造
り

の
露
天
風
呂

で
、
庭
先
に
は

瀬
波
名
物
の

「
ま
ん
じ
ゅ
う
岩
」
が
ど
っ

し
り
と
構
え
て
い
る
。

　
多
様
な
風
呂
と
季
節
ご
と

に
姿
を
変
え
る
美
し
い
夕
日

の
情
景
、
ま
さ
に
湯
と
夕
日

の
桃
源
郷
が
た
っ
ぷ
り
と
楽

し
め
る
の
が
う
れ
し
い
。

　
温
泉
の
魅
力
を
存
分
に
伝

え
る
の
が「
温
泉
湯
師
」だ
。


度
と
い
う
高
温
の
源
泉
の

管
理
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

温
泉
の
う
ん
ち
く
を
語
る

「
語
り
部
」
と
も
な
り
、
話

を
聞
く
だ
け
で
も
楽
し
い
。

　
源
泉
か
け
流
し
露
天
風
呂

付
き
の
客
室
「
Ｔ
ｈ
ｅ
オ
ー

シ
ャ
ン
倶
楽
部
」
は
高
級
感

あ
ふ
れ
、
ぜ
い
た
く
気
分
を

満
喫
で
き
る
。

　
▽
新
潟
県
村
上
市
瀬
波
温

泉
２
の
９
の

。
☎
０
２
５

４（
５
３
）４
２
８
８
。htt

p://www.shiomiso.co.jp/

　
越
後
湯
沢
温
泉
の
中
で
も

ひ
と
き
わ
高
い
丘
の
上
に
建
つ
「
ホ
テ
ル
双
葉
」
（
小
林

庄
一
社
長
）
。
最
大
の
魅
力

は
な
ん
と
い
っ

て
も
風
呂
だ
。

温
泉
施
設
は
名

付
け
て
「
二
十

八
（
ふ
た
ば
）

の
湯
」。「
ぱ
ぱ

ら
く
」「
ま
ま
ら

く
」「
山
の
湯
」

「
里
の
湯
」
の

４
カ
所
の
大
浴

場
が
あ
り
、
そ

の
中
で

の
湯

巡
り
が
で
き
る

こ
と
か
ら
こ
の

名
が
付
い
た
。

薬
草
三
昧
の
風

呂
や
深
さ
が
１

１
０
㌢
の
「
び

っ
く
り
立
ち
湯
」
な
ど
、
個

性
豊
か
な
浴
槽
が
そ
ろ
う
。

　
客
室

室
の
う
ち

室
が

露
天
風
呂
付
き
と
い
う
ぜ
い

た
く
さ
も
魅
力
。

　
や
す
ら
ぎ
棟
「
花
水
木
」

で
は
、
花
・
水
・
木
を
テ
ー

マ
に
、
フ
ロ
ア
ご
と
に
三
つ

の
「
邸
宅
」
を
用
意
し
た
。

小
グ
ル
ー
プ
、
２
～
３
世
帯

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
カ
ッ
プ
ル

の
満
足
を
満
た
す
１
５
０
平

方
㍍
の
空
間
。
食
事
処
「
万

葉
の
小
径
」
や
個
室
ダ
イ
ニ

ン
グ
「
花
暦
」
な
ど
、
新
し

い
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
も
展

開
し
、
料
理
長
こ
だ
わ
り
の

料
理
を
提
供
す
る
。

　
▽
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢

町
大
字
湯
沢
４
１
９
。
☎
０

２
５（
７
８
４
）３
３
５
７
。

http://www.hotel-futaba.co
m/

　
名
湯
・
扉
温
泉
の
明
神
館

（
齊
藤
茂
行
社
長
）
は
松
本

市
街
か
ら
車
で
約

分
の
山

中
に
あ
る
閑
静
な
宿
。
創
業


年
の
歴
史
を
誇
る
、
信
州

を
代
表
す
る
老
舗
旅
館
の
一

つ
だ
。
最
上
級
の
も
て
な
し

と
一
流
の
料
理
を
提
供
す
る

ホ
テ
ル
と
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
け

に
加
盟
が
許
さ
れ
る
「
ル
レ

・
エ
・
シ
ャ
ト

ー
」
の
メ
ン
バ

ー
で
あ
り
、
格

式
の
高
さ
を
誇

る
。

　
お
風
呂
も
充

実
し
、
宿
泊
客

の
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
が
で
き

る
。
立
ち
湯

「
雪
月
花
」
、

露
天
風
呂
付
き

大
浴
場
「
白

龍
」
、
寝
湯

「
空
山
」
、
そ
し
て
混
浴
露

天
風
呂
。

　
立
っ
た
姿
勢
で
腰
上
ま
で

浸
か
れ
る
立
ち
湯
は
、
渓
谷

（
わ
さ
び
沢
）
を
眺
め
な
が

ら
自
然
の
風
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
爽
快
な
気
分

に
な
れ
る
。
「
身
も
心
も
自

然
の
な
か
に
あ
る
、
そ
ん
な

感
覚
を
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
い
う
。

時

間
利
用
で
き
る
。

　
混
浴
露
天
風
呂
は
薄
川
の

せ
せ
ら
ぎ
が
耳
に
心
地
よ
く

響
き
、
い
ま
の
季
節
、
紅
葉

を
見
な
が
ら
の
入
浴
は
ま
た

格
別
だ
。
時
間
帯
に
よ
り
女

性
専
用
と
な
る
。

　
▽
長
野
県
松
本
市
入
山
辺

８
９
６
７
。
☎
０
２
６
３

（
３
１
）
２
３
０
１
。http:

//www.tobira-group.com/m
yojinkan/

お
湯
処
「
川
の
瀬
」
露
天
風
呂

臨
川
閣
「
下
留
の
湯
」

「
湯
亭
」
の
女
湯
「
花
の
賀
」

　
岐
阜
県
下
呂
温
泉
の
飛
騨

川
沿
い
に
建
つ
温
泉
リ
ゾ
ー

ト
旅
館
、
水
明
館
（
瀧
康
洋

社
長
）。
年
以
上
の
歴
史
を

も
つ
同
館
は
、
能
舞
台
や
横

山
大
観
ら
日
本
画
家
の
巨
匠

た
ち
の
作
品
が
飾
ら
れ
た
画

廊
、
情
緒
あ
る
日
本
庭
園
な

ど
、
風
格
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
同
館
で
は
日
本
三
名
泉
、

下
呂
温
泉
を
３
カ
所
の
大
浴

場
で
楽
し
め
る
。

　
敷
地
内
に
あ

る
山
水
閣
、
飛

泉
閣
、
臨
川
閣

の
そ
れ
ぞ
れ
に

大
浴
場
が
あ

り
、
ど
の
棟
に

宿
泊
し
て
も
３

カ
所
と
も
利
用

で
き
る
（
展
望

大
浴
場
の
み


時
間
利
用
可

能
）
。

　
臨
川
閣
の

「
下
留
の
湯
」

は
、
天
井
、
壁
、
柱
ま
で
檜

に
こ
だ
わ
っ
た
ぜ
い
た
く
な

造
り
。
木
の
香
漂
う
浴
場
に

は
、
檜
風
呂
を
は
じ
め
、
高

温
浴
槽
、
低
温
浴
槽
、
サ
ウ

ナ
を
そ
ろ
え
多
彩
な
湯
浴
み

が
楽
し
め
る
。
窓
の
外
に
は

日
本
庭
園
が
広
が
る
情
緒
あ

る
空
間
だ
。

　
飛
泉
閣
９
階
の
「
展
望
大

浴
場
」
は
、
大
き
な
窓
か
ら

下
呂
温
泉
の
街
並
み
や
飛
騨

の
山
々
が
一
望
で
き
る
。

　
山
水
閣
に
あ
る
野
天
風
呂

は
、男
性
用「
龍
神
の
湯
」、

女
性
用
「
観
音
の
湯
」
の
２

カ
所
。
本
格
的
な
野
趣
あ
ふ

れ
る
岩
風
呂
の
風
情
を
堪
能

で
き
る
。
　

　
▽
岐
阜
県
下
呂
市
幸
田
１

２
６
８
。
☎
０
５
７
６
（
２

５
）２
８
０
０
。http://www

.suimeikan.co.jp/

　
江
戸
時
代
後
期
の
万
延
元

年
（
１
８
６
０
）
創
業
の
十

八
楼
（
伊
藤
善
男
社
長
）
。

老
舗
と
し
て
伝
統
を
守
る
一

方
、
温
泉
の
楽
し
さ
を
さ
ら

に
追
求
す
る
た
め
、
近
年
新

た
な
お
湯
処
の
設
置
や
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
続
け
て
い
る
。

　
昨
年
５
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、
大

浴
場
の
「
お
湯
処
『
川
の

瀬
』
」
。
鵜
飼
の
モ
チ
ー
フ

が
く
つ
ろ
ぎ
の

空
間
を
彩
る
露

天
風
呂
、
長
良

川
の
眺
望
を
楽

し
み
な
が
ら
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ

ン
で
き
る
展
望

内
風
呂
も
備
わ

っ
て
い
る
。
露

天
風
呂
は
夜

間
、
水
中
ラ
イ

ト
で
照
ら
さ
れ

た
湯
面
の
美
し

さ
が
秀
逸
。
内

風
呂
は
、
薬
草
風
呂
と
シ
ル

キ
ー
バ
ス
の
２
種
類
を
用

意
、
壁
面
に
は
十
八
楼
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
美
濃
和
紙
の
装
飾

で
、
風
情
に
彩
り
を
添
え
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、「
川
の
瀬
」に
は

地
元
材
木
商
の
旧
家
に
建
て

ら
れ
た
蔵
を
再
生
し
た「
蔵

の
湯
」を
併
設
し
て
い
る
。１

２
０
年
前
の
梁
を
見
上
げ
な

が
ら
入
る
風
呂
は
、ま
さ
に

地
域
の
歴
史
と
共
に
歩
む
十

八
楼
な
ら
で
は
と
言
え
る
。

　
他
に
、
２
０
０
５
年
オ
ー

プ
ン
の「
お
湯
処『
川
の
音
』」

も
あ
り
。
朝
晩
入
れ
替
え
制

で
多
彩
な
お
湯
を
楽
し
め

る
。

　
▽
岐
阜
県
岐
阜
市
湊
町


。
☎
０
５
８
（
２
６
５
）

１
５
５
１
。http://www.18r

ou.com/

　
三
重
県
鳥
羽
市
の
戸
田
家

（
寺
田
順
三
郎
社
長
）
は
、

天
保
元
年
に
開
業
し
た
割
烹

料
亭「
戸
田
家
」が
前
身
で
、

１
８
０
年
の
歴
史
を
刻
む
。

　
戸
田
家
の
自
慢
は
、
思
う

存
分
湯
浴
み
を
満
喫
で
き
る

「
戸
田
家
温
泉
村
」
。
風
流

野
天
風
呂
「
湯

亭
」
は

時
間

入
浴
が
可
能
。

「
湯
亭
」
の
男

湯
「
緑
の
賀
」

と
女
湯
「
花
の

賀
」
と
も
に
、

自
然
の
緑
を
生

か
し
た
、
野
趣

あ
ふ
れ
る
造
り

と
な
っ
て
い

る
。

　
無
料
の
貸
切

風
呂
「
た
ぬ
き

風
呂
」
「
し
ゃ

こ
貝
風
呂
」

「
釜
風
呂
」
「
瓶
風
呂
」

「
浮
世
風
呂
」
の
個
性
豊
か

な
五
つ
の
風
呂
は
、
家
族
連

れ
に
喜
ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
嬉
春
亭
と
南
館
そ

れ
ぞ
れ
に
男
女
ひ
と
つ
ず
つ

大
浴
場
を
備
え
る
。
ほ
か
に

も
、
風
水
パ
ワ
ー
を
取
り
入

れ
た
貸
切
風
水
家
族
風
呂
を

用
意
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計

の
「
風
水
家
族
風
呂
」
と
５

千
個
以
上
の
貝
殻
を
敷
き
詰

め
た「
風
水
貝
殻
家
族
風
呂
」

の
２
種
類
が
あ
る
。

　
今
年
８
月
に
食
事
処
「
し

ん
わ
ダ
イ
ニ
ン
グ
　
天
・
地

・
海
」
が
オ
ー
プ
ン
。
伊
勢

志
摩
の
旬
の
食
材
を
豊
富
な

メ
ニ
ュ
ー
で
満
喫
で
き
る
。

　
▽
三
重
県
鳥
羽
市
鳥
羽
１

丁
目

の

。
☎
０
５
９
９

（
２
５
）
２
５
０
０
。http:

//www.todaya.co.jp/

大露天風呂

木曽ひのき露天風呂

　
長
野
県
茅
野
市
の
「
白
樺

リ
ゾ
ー
ト
池
の
平
ホ
テ
ル
＆

リ
ゾ
ー
ツ
」
（
矢
島
義
擴
社

長
）
は
、
白
樺
湖
の
ほ
と
り

に
あ
る
総
合
リ
ゾ
ー
ト
施

設
。近
隣
に
は
蓼
科
高
原
、ビ

ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
、
霧
ヶ
峰
な

ど
が
あ
り
自
然
が
豊
か
だ
。

　
館
内
施
設
で
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
の
は
入
浴
施
設
。

１
２
０
０
坪
の
広
大
な
エ
リ

ア
に
大
露
天
風
呂
ゾ
ー
ン
、

洞
窟
風
呂
ゾ
ー
ン
、
大
理
石

風
呂
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
「
県

下
最
大
級
の
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
」
と
う
た
う
。
家
族
そ
ろ

っ
て
湯
め
ぐ
り
を
満
喫
で
き

る
。

　
大
露
天
風
呂
ゾ
ー
ン
に
は

１
０
０
畳
の
大
露
天
風
呂
の

ほ
か
、泡
風
呂
、露
天
風
呂
、

檜
風
呂
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
サ
ウ

ナ
な
ど
も
そ
ろ
え
る
。
開
放

的
な
空
間
で
、

周
囲
の
山
並
み

を
眺
め
な
が

ら
、
ゆ
っ
た
り

つ
か
れ
る
。

　
大
露
天
風
呂

ゾ
ー
ン
は
全
て

男
女
混
浴
と
な

っ
て
い
て
、
水

着
を
着
て
入
る

た
め
家
族
や
友

人
と
一
緒
に
楽

し
め
る
。
水
着
を
持
参
し
て

こ
な
か
っ
た
人
に
は
、
湯
浴

み
着
を
有
料
で
貸
し
出
し
て

い
る
。

　
闇
の
先
に
神
秘
的
な
洞
窟

が
広
が
り
、
ま
る
で
探
検
を

し
て
い
る
か
の
よ
う
な
気
分

を
味
わ
え
る
の
が
、
洞
窟
風

呂
ゾ
ー
ン
。
洞
窟
の
湯
、
滝

壺
の
湯
、
マ
グ
マ
の
湯
、
ジ

ェ
ッ
ト
の
湯
と
さ
ま
ざ
ま
な

風
呂
を
用
意
し
て
い
る
。

　
大
理
石
風
呂
ゾ
ー
ン
に

は
、
広
々
と
し
た
大
浴
場
を

男
女
別
に
設
置
。打
た
せ
湯
、

サ
ウ
ナ
の
ほ
か
に
も
２
０
１

４
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

自
然
石
露
天
風
呂
、
木
曽
ひ

の
き
露
天
風
呂
が
新
登
場
。

男
女
入
れ
替
え
で
、
両
方
の

露
天
風
呂
を
楽
し
め
る
。

　
泉
質
は
単
純
温
泉
（
弱
ア

ル
カ
リ
性
低
張
性
低
温
泉
）。

無
色
透
明
無
臭
の
さ
ら
り
と

し
た
刺
激
の
少
な
い
湯
な
の

で
、
小
さ
な
子
ど
も
や
年
配

者
も
安
心
だ
。

　
夕
食
は
和
・
洋
・
中
か
ら

エ
ス
ニ
ッ
ク
ま
で
世
界
の
味

を
取
り
そ
ろ
え
た
バ
イ
キ
ン

グ
。
約

種
類
の
料
理
が
並

び
、好
き
な
も
の
を
選
べ
る
。

宿
泊
客
の
目
の
前
で
料
理
人

が
調
理
を
す
る
オ
ー
プ
ン
キ

ッ
チ
ン
方
式
で
、
出
来
立
て

の
料
理
を
提
供
し
て
い
る
。

　
▽
長
野
県
茅
野
市
北
山
白

樺
湖
。☎
０
１
２
０（
６
８
）

５
７
５
５
。http://hotel.iken

otaira-resort.co.jp/

http://www.shiomiso.co.jp/
http://www.hotel-futaba.com/
http://hotel.ikenotaira-resort.co.jp/
http://www.tobira-group.com/myojinkan/
http://www.keizan.com/
http://www.18rou.com/
http://www.suimeikan.co.jp/
http://www.todaya.co.jp/

